














【要約】わが国のマススクリーニングシステムの問題点についての検討を行っているが、

昨年度に引続き、Ⅰ.神経芽細胞腫スクリーニングの問題点の検討、II.新しい代謝異常症

等のスクリーニング技術開発、Ⅲ.マススクリーニングシステムの問題点の 3群に分けて問

題設定している。神経芽細胞腫スクリーニングについては、尿採取のための適当な濾紙を

決定した。そして、第一次スクリーニングの方法としては、ELISA法による VMA、HVA測定

が、充分使用に耐えうることを証明した。神経芽細胞腫スクリーニングについては、欧米

の専門家による委員会が、その有用性を否定する様な見解を発表した。この点については、

彼らの見解の中の誤りを指摘すると共に、わが国の結果を分析し、有用であることを示す

ための研究を行った。新しい代謝異常症スクリーニング方法の開発研究については、昨年

度に引続き、ガスリ一法に替わりうる便利な方法の確立のための研究を続け、PKU、ガラク

トース血症、メイプルシロップ尿症のマススクリーニングに使用可能であり、且つガスリ

一法の持つ欠点を克服する様な新しい方法を確立した。そして、全国の主なスクリーニン

グ施設が、その方法の追試を行って、マススクリーニングにも使用可能であるという判定

を得ている。スクリーニングシステムについては、やはり各自治体におけるスクリーニン

グ実施機関、発見患者の治療機関と自治体の連携システムの貧弱さが指摘されている。ク

レチン症、副腎過形成症については、まだ検査の外部依託を続けている所が一部に存在す

るが、これは改善されるべきである。精度管理についてもいくつかの間題点の検討が行わ

れた。 


